
● 調布ごみナビがTokyo区市町村DXaward2024大賞を受賞しました

● 小型充電式電池が「有害ごみ」として排出できるようになります！
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令和７年４月から、小型充電式電池が「有害ごみ」として
排出できるようになります！
排出の際は、電池の端子部分（＋極・－極）をビニール
テープなどで絶縁してください。

小型充電式電池（二次電池）とは
充電して何度も使える小型の電池で、スマートフォンや
ノートパソコンなど身の回りの様々な製品に使用されてい
ます。右記の印があるもののほか、印のない小型充電式電
池も「有害ごみ」として排出できるようになります。

ニッケル水素電池 ニカド電池 リチウムイオン電池

排出の際は、袋に入れずにカゴやバケツなどの容器に入れて出し
てください。
※燃やせないごみ・容器包装プラスチックとは分けて排出！！

令和６年１１月６日に開催された「Tokyo区市町村DXaward 2024」にて、ごみ対策
課が提案した「産学官連携によるごみ分別支援AI 「調布ごみナビ」の試験運用」
が行政サービス部門で大賞を受賞しました！

Tokyo区市町村Dxawardとは
デジタル技術を用いた生産性の向上やサービス改善への取組に対し、
東京都が後押しするために、設立された表彰事業です。
２０２４年は行政サービス部門・業務改善部門・DXアイデア部門の
３部門に対し、３４自治体から延べ７９の取組のエントリーがされました。

現在、試験運用中の「調布ごみナビ」ですが、令和７年度中
の本格稼働を予定しています。
多言語（１３か国語）に対応し、ごみ出しなどに関する便利
な機能を多数備えておりますので、まだご利用になっていな
い方は右記のコードから、是非、ご利用になってください。

LINEの友達追加を
してご利用ください。



●促進員見学会・意見交換会について
令和6年11月27日（水）に、八王子バイオマス・エコセンター（株式会社イズミ環境）に

て見学会・意見交換会を実施しました。
八王子バイオマス・エコセンターは、生ごみをたい肥化して資源

にする施設です。当日は、6名の促進員の方に参加いただき、生ごみ
をピットに持ち込む様子から製品としてたい肥になるまでの工程を
見学しました。
併せて，今回で2度目となる意見交換会も実施しましたが、活発

な意見交換と交流の場となりました。
来年度も実施予定でございますので、ぜひご参加ください。

●令和７年度版調布市ごみリサイクルカレンダー
令和7年度版のごみリサイクルカレンダーを全戸配布しました。
新年度版のカレンダーは新たな内容を加え、全28ページ

となりました。
下記の内容を追加しておりますので、ご覧ください。
・「調布ごみナビ」の活用について（P3）
・小型充電式電池の排出について（P14）
・主な粗大ごみ（収集）の処理手数料一覧（P23）
・災害時のごみの分け方・出し方（P28）

●生ごみ資源化モデル事業について
令和６年５月に試験的に開始しました生ごみ資源化モデル事業は３月末まで実施予定です。
促進員の皆様のご協力のもと、生ごみ収集の回数は４０回を超え、たい肥化施設である八王

子バイオマスエコセンターに、1200ｋｇ以上の生ごみを搬入しております。
出来上がりましたたい肥の利活用については、改めて皆様に報告させていただきます。
ご協力いただいた皆様、誠にありがとうございました。

●出前講座の活用について
自治会や各種団体向けに「ごみ減量とリサイクル」について出前講座を行っています。市の

職員が直接皆様の会合等にお伺いし，ごみの分別や処理について説明します。地域の３Ｒ推進
に向け，ぜひ出前講座をご活用ください。

促進員の皆様の1年間の活動内容について、「別紙促進員活動報告書」にご記入
のうえ、令和7年3月21日（金）までにFAXにて提出をお願いいたします。

～ 市からのおしらせ ～

令和6年度促進員活動報告書の提出について


